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ソリを用いてフリーハンドにて子器の縦断切片等を切り出し、プレパラート（GAW 標品と LPCB 標品、
KI 標品）を作製し、生物顕微鏡下で観察した。化学成分分析はアセトン抽出物を TLC と HPLC-PDA




Lecanora megalocheila、Parmelia laevior、Bacidia hakonensis、Coenogonium pineti の子器を
Letrouit-Galinou (1968) と Kirk et al. (2001)の概念に準拠し、各組織を再定義した。その結果、




ちであった子嚢下層とヒポテシウムについて統一した。Roccellina niponica と Schismatomma
ocellulatum の果托については Lecanora megalocheila の子器と比較した結果、これと同様に子器由
来のアンフィテシウムであることが明らかになった（Fig. 2）。さらに、日本産本科のレカノラ型
裸子器を、レカノラ型の亜型の Schismatomma-type、Mazosia-type として新たに区別した（Fig. 3）。
Cresponea 属の裸子器は Bacidia hakonensis と同じレキデア型であることを初めて認めた。リレラ
は、裸子器の結果を受け、更に初期発生の観察に基づき、各組織を定義した。従来果殻とされてい
た組織は、菌糸の走行がレキデア型の果殻とは異なることから後者とは区別し、さらに、菌糸の走
行 と 発 生 の 違 い に 基 づ き 、 Opegrapha-type 果 殻 、 Graphidastra-type 果 殻 、 Enterographa
divergens-type 果殻を定義した（Fig.3）。さらに、Graphidastra japonica の果托が地衣体由来で
あることを明らかにした。リレラには型あるいは亜型は報告されていないため、本科内のみで比較
検討を行い、Opegrapha-type をはじめ 7 亜型を新たに認めた（Fig. 3）。被子器は 1 種のみしか認
められなかったため、通常使われている用語を用いて、詳細に観察・記載した。ストロマはリレラ
の子器を生じる Chiodecton congestulum と被子器の Dichosporidium boschianum に認められた。
以上により、リトマスゴケ科における子器を以下のとおり類型化できた。
裸子器－レカノラ型： Schismatomma-type、Mazosia-type、(Graphidastra-type)**、レキデア型、







本研究で日本産本科の樹皮着生種と岩上生種を検討した結果、10 属 23 種を認めた。このうち 2
種（Cresponea japonica、Graphidastra japonica）は新種、3 種[Cresponea macrocaropoides、






本研究で日本産本科の化学成分を TLC と HPLC により分析した結果、12 成分が同定された。さらに、
TLC により未同定成分 7 種類と未同定黄色色素、HPLC により未同定成分 19 種類が検出された。検出
された化学成分を以下に示す。confluentic acid、gyrophoric acid、lecanoric acid、lichesterinic
acid、roccellic acid、protocetraric acid、protolichesterinic acid、psoromic acid、salazinic
acid、schizopeltic acid、stictic acid、2’-O-demethylpsoromic acid、未同定成分（1-7、G1-3、
C1-C7、 E3-E11、R1）、未同定黄色色素。一部の化学成分は属・種を分ける分類形質として有効で
あることを確認した。 Graphidastra japonica は schizopeltic acid を含むことから、これを分類





子系統解析により、Enterographa と Opegrapha s. lat.の各属は多系統であることが示唆された。
両属においてタイプ種とは別のクレード位置づけられた 12種は別の属に移すことが妥当と考えられ
た。クレード F に位置づけられる Cresponea は分子進化学的に古い時代に他から分岐したことが示
唆された。認められた 6 クレードのうち、5 つのクレードにリレラ（子器の一主要型）が認められた











Fig. 1. 日本産リトマスゴケ科の多様な子器。 A，レキデア型裸子器．B，レカノラ型裸子器．C-E,
リレラ．F, 被子器（ストロマ）．A, Cresponea macrocarpoides; B, Roccellina niponica; C,
Graphidastra japonica; D, Enterographa anguinella; E, Opegrapha varia; F, Dichosporidium
boschianum．（乾燥標本）。
Fig. 2. Schismatomma
ocellulatum の 子 器 縦 断 面 。
（LPCB 標品）． (epi)、 子嚢上
層 ; (hym)、 子嚢層 ; (sub)、 子
嚢下層 ; (hyp)、 ヒポテシウム ;
(hyp-base)、ヒポテシアルベー
ス ; (anch-bundles)、 アンカレッ
ジバンドル ; (para)、パラテシウ












A Enterographa anguinella リレラ
Enterographa
anguinella -type −
−/+ よく分枝 − +
B Opegrapha bonplandii リレラ Opegrapha -type − − よく分枝 − +
B Opegrapha varia リレラ Opegrapha -type − − よく分枝 − +
D Chiodecton congestulum リレラ Chiodecton -type + + 概ね単一 + −
D Schismatomma ocellulatum 裸子器 レカノラ型 Schismatomma -type − + 概ね単一 + −
D Graphidastra japonica リレラ
（裸子器）
（レカノラ型）Graphidastra -type − + 概ね単一 + −
E Dichosporidium boschianum 被子器 Dichosporidium -type + − よく分枝 − −
E Enterographa divergens リレラ
Enterographa
divergens -type −
−/+ よく分枝 − −
F Cresponea japonica 裸子器 レキデア型 − + 概ね単一 + −
F Cresponea macrocarpoides 裸子器 レキデア型 − + 概ね単一 + −
F Cresponea proximata 裸子器 レキデア型 − + 概ね単一 + −




























Letrouit-Galinou (1968) と Kirk et al. (2001)の概念に準拠することが適切と判
断し、その上で各組織の定義を明確にした。さらに、レカノラ型の亜型として








レキデア型、リレラ型 7 亜型、被子器－１亜型、ストロマ－2 亜型に初めて類型化
できた。
③日本産本科の樹皮着生種と岩上生種を検討した結果、10 属 23 種を認めた。この













研究者にとっては大きな朗報である。2014 年 8 月 27 日に開催された公開審査会な
らびにその後行われた非公開審査会において、発表内容とともに発表能力や質疑応
答能力についても検証を加え、充分な発表内容と能力を有していると確認できた。
以上の審査結果から審査委員一同は博士の学位を授与するに値すると判断した。
